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青少年相談センター

所 長 山 口 則 夫

昨年の交通事故死者数は、1952年以来57年

ぶりに5,000人を下回りました。9年連続の減少で、

マイカーが普及する前の戦後の復興期の水準に

戻ったといわれています。これには、道路交通法改

正による罰則強化や後部座席のシートベルト着用

義務、道路のインフラ整備、車両の安全性向上、さ

らには、救急医療の進歩によって救命率が上昇し

たことなどが寄与していると考えられます。

このような話題は結果的に｢数字｣が全てに先行

し、次に死者数が多かった都道府県へと視点が移

行していきます。それにより、関係者が一喜一憂し

ていることを推測するのは容易ですが、残念なが

ら、そこからは事故に遭った人びととその家族の痛

みは伝わってきません。

私事で恐縮ですが、25年程前、金融機関に勤

務していました。この世界も｢数字｣が全てでした。

店舗の二階にある事務室はグラフだらけで、そこに

はお客様へ笑顔で応対する和らいだ雰囲気はあり

ません。自分のテリトリーのノルマを達成するために、

お客様に定期預金の解約を上半期末まで待って

もらったり、逆に僅かな期間だけでも大口定期預金

を契約してもらったり、「数字」の操作に翻弄される

毎日でした。しかし、それは砂上の楼閣のごとく、ある

時期が来れば解約され、実質的な預金増には結

びつきません。長い目で見ると、お客様や会社、さら

には自分自身のためになっていないのです。やは

り、何よりも大切なのは、「数字」のみに縛られない

日々の地道な営業活動であり、それが最後に大きく

花を咲かせることになります。

以上のような事例から、「数字」は魔力を持って

いると言わざるを得ません。そして、全ての評価の

指標となってしまいます。

さて、平成20年度の本市¹不登校児童･生徒数

は約1,100人でした。²平成21年度は小学校におい

て約10％、中学校において約8％の不登校が減少

しました。先ほどの論理からすると、これは賞される

「数字」であることは間違いありません。勿論、学校

や保護者、地域の皆様には心から敬意を表したい

と思います。

しかし、私どもが目指すところは「数字」だけでは

ありません。不登校が学校の問題ではなく社会問

題である以上、それを皆無にすることなどできるは

ずがありません。問題は、学校に行けるかどうかで

はなく、一人ひとりの子どもが社会的生命を取り戻

し、元気になれるかどうかであると考えています。

要するに、様々な原因で不登校に陥っている全

ての児童･生徒を放置することなく、学校と協力して

知恵を出し合い、全力を挙げて一人ひとりの子ども

にとって最善の支援策を講ずることが、私どもの使

命であると認識しています。その結果が更なる不登

校減少につながれば、取組成果も立証されます。

今年度、本市は政令指定都市移行に伴い委譲

された県スクールカウンセラー事業と本市独自の学

校出張相談事業を一元化し、³青少年教育カウン

セラー66名体制となりました。日々、青少年教育カウ

ンセラーは、電話相談・来所相談・学校出張相談に

と勤務時間を超えて取り組んでいます。また、9つの

相談指導教室、街頭指導・相談、ヤングテレホン相

談等の全てのスタッフも、間接的ではありますが子

どもたちのために頑張っています。

今後とも、「数字」に捕らわれることなく、全力で

学校支援に取り組んでいきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

「「数字数字」」に捕らわれない不登校対策の充実を目指して に捕らわれない不登校対策の充実を目指して「数字」に捕らわれない不登校対策の充実を目指して

いのち

¹ 病気・経済的理由等を除く年間30日以上欠席 ² 平成20・21年度の児童・生徒数はほぼ同値 ³ 本市による直接雇用のカウンセラー
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す ば るすば るシリーズ 相談指導教室 8
（青少年相談センター 南相談室）

10：00 「開室」自由時間（静かな時間）
10：15 朝の会・植物の世話など
10：45 チャレンジタイム（学習の時間）
11：15 みんなで遊ぼう
11：45 帰宅の準備（「先生あのね」記入）
12：00 お昼の時間
13：00 午後の活動（制作・スポーツ・

すばるタイム・読書）
14：45 帰宅の準備（「先生あのね」記入）
15：00 「閉室」

教室内部の様子

心に悩みを抱え、登校することが難しく
なった小学生のための相談指導教室です。
学校や南相談室での継続相談と並行して、
相談指導教室での小集団活動を通し、心の
エネルギーを高め、学校復帰を目指します。

「す
ばる」の一日

調理実習の風景

毎月制作する掲示物

児童の作品 動物園への遠足

「すばる」はどんなところ？
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青少年相談センターの不登校対応事業青少年相談センターの不登校対応事業青少年相談センターの不登校対応事業青少年相談センターの不登校対応事業青少年相談センターの不登校対応事業

ふれあい体験学習「希望の村」

不登校対応セミナー（保護者向け・教職員向け）

まっすぐ前に
進まないよ～

顔に当たる風が
気持ちいいね。

対象：児童・生徒（保護者の引率も可能）
日時：第1回 6月19日（土）10:00～16:00

第 2回 11月27日（土） 〃
場所：ビレッジ若あゆ

体験学習を通して、人間関係を学び、達成感や成就感、存在感を味わうことで集団への適応力
を高めることを目的にしています。
第１回は、裏山散策、カヌー、マウンテンバイク、陶芸などの活動を行いました。

不登校や登校しぶりの児童・生徒の保護者と市内の小・中学校の教職員を対象にした２つのセミ
ナーがあります。保護者対象のセミナーでは、青少年教育カウンセラーの話を聞いたり、参加者同
士で話し合ったりして問題の解決をめざします。教職員対象のセミナーでは、相談センターからの
様々な情報提供や提案をもとに、意見交換等をする中で不登校の予防と対応について考えます。

対象：保護者
日時・「場所」…テーマ

第1回15月12日（水）「センター」……… 子どもと向き合う
第2回17月18日（木）「南区合同庁舎」… 子どもによりそう
第3回10月18日（金）「センター」……… 気持ちを伝える・受けとめる
第4回11月25日（木）「センター」……… 感性を磨く
第5回11月19日（水）「センター」……… 互いに支え合う
第6回12月22日（火）「センター」……… 明日に向かって

全て14:00～16:00

対象：教職員
日時・「場所」

第1回16月15日（火）「センター」・「相模湖総合事務所」2か所同時開催
15:00～17:00

第 2回18月27日（金）「南区合同庁舎」13:30～16:00

特
集
特
集
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若あゆ食農体験クラブ うわーっ、
ぬるぬるする、
おもしろい。

対象：児童・生徒・保護者（家族）
日時・「主な活動」

第1回15月18日（土）概ね9:00～15:00 「夏野菜の植え付け等」
第2回16月13日（日） 〃 「田植え等」
第3回17月13日（土）～4日（日）1泊2日「中耕・じゃがいも掘り等」
第4回19月14日（土）概ね9:00～15:00 「夏野菜収穫等」
第5回10月16日（土） 〃 「稲刈り・畑の除草」
第6回11月17日（日） 〃 「脱穀等」
第7回12月14日（土） 〃 「冬野菜収穫・さつまいも堀り等」
第8回12月15日（土） 〃 「畑の整理・麦踏み等」

場所：ビレッジ若あゆ

自然に囲まれたビレッジ若あゆで土作りから収穫までの農作業を行って
います。毎回、農作業の後には、若あゆ農園で収穫した作物を生かし、み
んなで協力して野外炊事を行っています。作業した後の新鮮な野菜の味は
最高です。私たちと一緒に土にふれ、自然に親しみませんか。一般募集は、
毎年、大人気ですでに締め切っていますが、不登校・登校しぶりのお子さん
は、青少年相談センターを通じて申込みを行うことにより、随時受付ができます。

（定員になり次第終了）

これらの事業に関する申し込み・問い合わせは、青少年相談センター（042-769-8285）まで

平成２２年度から、青少年相談センター「センター室」は「センター」に、「南室」は「南
相談室」に、「城山室」は「城山相談室」に名称が変わり、「津久井相談室」は「相模湖相
談室」に移転しました。

【 相模湖相談室 】

【 センター 】

緑区与瀬８９６
相模湖総合事務所内
☎０４２－６８４－３２６０

中央区中央3－13－13
☎０４２－７６９－８２８５

南区相模大野5－31－1
☎０４２－７６７－５５７０

緑区久保沢１－３－１
城山総合事務所内
☎０４２－７８３－６１８９

【 南相談室 】

【 城山相談室 】
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平成21年度青少年相談センター相談活動概況
平成21年度（Ｈ21.4～Ｈ22.3）の相談活動状況を次のようにまとめ、前年度と比較して、その傾向や
特徴を探ってみました。

延べ相談受理件数は､11,137件で平成20年
度に比べ997件（約9.8％）増と、年々増加の傾向
を示しています。
相談対象者別では､小・中学生に関する相談は

10,098件（小学生3,795件、中学生6,303件）で全
体の90.7％に達しています。
相談内容別では､「不登校（5,182件）」、「登校

渋り（2,568件）」とに関する相談が合わせて7,750
件で､全体の69.6％となっています。次いで「性格・
行動上の問題（986件）」「発達に関する問題
（533件）」「養育に関する問題（526件）」が多く、
ここ数年件数の多い相談内容に変化は見られま
せん。
相談の状況からも、家庭でのしつけや養育に自

信が持てず、保護者がひとりで悩みや不安を抱え
ている様子がうかがえます。保護者と担任との連
携がうまく図られず、また学校生活に関する不安を
相談するケースも見られます。さらに、最近は発達
課題等を背景とした子どもの学校生活適応上の
支援に関する相談も多くなってきています。

【来所・電話相談】

■主な相談内容別受理状況（延べ相談件数）

その他
7,278件
25.7％

ふれあい
6,374件
22.5％

授業参観
1,991件
7.0％

登校渋り
2,753件
9.7％

発達に関
する問題
3,685件
13.0％

性格・行動
上の問題
3,934件
13.9％コンサル

テーション
2,339件
8.2％

■延べ相談受理件数

■来談者の状況

【小学校出張相談】

児 童 教職員 保護者 その他 合 計
14,082 10,175 3,938 159 28,354
49.7％ 35.9％ 13.9％ 0.6％ 100％

小学校出張相談の延べ受理件数は28,354件になり、前年度よ
り805件（約2.8％）減少しました。
相談内容を見てみると、「ふれあい」が最も多く、6,374件で全
体の22.5％を占めております。「ふれあい」とはカウンセラーが
子どもたちと休み時間に雑談したりゲームをしたりする中で、
来談した子どもの心の状況をつかみ寄り添うことです。これに
より学校生活を豊かにするとともに、様々な問題に早く気づく
ことができます（予防的対応）。また、「性格・行動上の問題」
3,934件、「発達に関する問題」3,685件、「登校渋り」2,753件と
なっています。他にも教師との「コンサルテーション他」2,339
件と、学校出張相談では児童や保護者だけでなく、教職員に対
する相談ニーズの高まりがみられます。
来談者別でみると、児童の割合が49.7％を占め、次いで教職
員35.9％、保護者・その他が14.5％となっております。年々出張
相談が重視されている状況がみられ、全校を毎週校とするこ
と、学校規模に合わせたカウンセラー配置とすること等が課題
です。

学 職
就学前
小学生
中学生
高校生
その他
合 計

27（
3,795（
6,303（
841（
171（

11,137（

5,182

2,568

986

533

526

224

1,118

11,137

4,531

2,673

930

446

448

171

941

10,140

651

△ 105

56

87

78

53

177

997

5,911
53.1％

18
0.2％

5,081
45.6％

127
1.1％

11,137
100％

18）
1,671）
3,657）
488）
110）
5,944）

3（
3,194（
6,111（
667（
165（

10,140（

2）
1,576）
3,255）
391）
114）
5,338）

24（
601（
192（
174（
6（

997（

16）
95）
402）
97）
△4）
606）

平 成 21 年 度

相談内容

不 登 校

登 校 渋 り

性格・行動上の問題

性格・行動
上の問題
8.9％

発達に関
する問題
4.8％

教育に関
する問題
4.7％

進学・進路
2.0％

登校渋り
23.1％

不登校
46.5％

中学生
56.6％

高校生
7.6％

その他
1.5％

小学生
34.1％

その他
10.0％

発達に関する問題

養育に関する問題

進路・進学

そ の 他

合 計

平成21年度 平成20年度 増 減

本 人 教職員 保護者 その他 合 計

平 成 20 年 度 増 減

25,910（

2,319（

125（

28,354（

10,038）

1,560）

68）

11,666）

26,511（

2,464（

184（

29,159（

10,480）

1,656）

106）

12,242）

△ 601（

△ 145（

△ 59（

△ 805（

△ 442）

△ 96）

△ 38）

△ 576）

相談対象者

児 童

教 員

そ の 他

合 計

平 成 21 年 度 平 成 20 年 度 増 減
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【ヤングテレホン相談】

【街 頭 指 導・相 談】
平成21年度の街頭指導件数は、平成20年度の3,877件に比べ、10.5％減となり、3,469件とな

っています。学職別件数においては、特に小学生、中学生の指導件数が1,153件で、前年度
1,581件より428件減少しました。また、高校生の指導件数はわずかな減少傾向にあります。
行為内容別に見ますと、「自転車二人乗り」が52.8％と最も多く、次いで「怠学」が20.3％もあり、

この２項目だけで全体の73.1％を占めます。次に「遅刻」が11.2％で、大幅な増加傾向にあります。
この怠学傾向の生徒達に見られる特徴は、生活のリズムが崩れ、学校や家庭の中で自分の居
場所がなく、存在感を確認できずにいることです。無気力で何となく登校せず、路上や公園等でた
むろしています。また、「自転車二人乗り」、「喫煙」は常習化しています。「自転車の二人乗りをしな
がら喫煙」「自転車の二人乗りをしながら携帯電話をかけたり、メールを送っている」というケースも
あります。街頭指導・相談の際に声かけをすると、素直に従う場合もありますが、反省する様子の見
られない場合もあります。
自転車事故の加害者、被害者にならないためにも、学校や家庭においての規範意識の醸成、
交通ルール・マナー指導の強化が求められています。
また、地域の人たちの温かい見守りと声かけも求められています。

「粘り強い声かけ」を重点にした街頭指導・相談活動に取り組んでいきたいと思います。

青少年やその保護者と相談員が、電話を介してコミュニケーションをはかり、相談者の悩み等に
受容、共感しながら、適切な助言を行ってきました。
平成21年度の総受理件数は前年度より97件減少し、1,049件ありました。このうち､Eメール相
談は203件で、昨年比23.8％と大幅に増えています。このことは、小・中学生でも携帯電話やパソコ
ンを使ってEメールのやりとりをする世相を反映していると考えられます。特に中学生の女子にお
いてEメール相談の占める割合が高く、電話よりも気軽に自分の気持ちを書きこめるというニーズ
に対応したものになっています。
また､保護者からの相談も多く242件を数えました。これは総受理数の約23.1％にも及びます。
子ども達のおかれている状況が年々厳しくなり、本人の悩みはさることながら、支える保護者が養
育不安を訴える相談が多くなっています。保護者が自問自答を繰り返す中で助けを求めてきた件
数とも考えられます。相談内容は友人関係が多く、中には来所相談、さらに各機関との連携をとれ
たケースもありました。
相談者のニーズに広く応えるため平成19年度からヤングテレホン相談の受付時間を21時まで
延長しました。今後も相談に対して一件一件じっくりと耳を傾け、相談者がよりよい方向に進んで
いけるように援助していきたいと考えています。

■主な相談内容別受理状況（延べ相談件数）
その他
1,352件
24.0％

不登校
1,314件
23.3％

発達に関
する問題
427件
7.6％

コンサルテーション
580件
10.3％

登校渋り
725件
12.9％

ふれあい
740件
13.1％性格・行動

上の問題
492件
8.7％

■延べ相談受理件数

■来談者の状況
生 徒 教職員 保護者 その他 合 計
2,253 2,521 816 40 5,630
40.0％ 44.8％ 14.5％ 0.7％ 100％

5,032（

539（

59（

5,630（

2,716）

293）

29）

3,038）

6,180（

816（

68（

7,064（

3,055）

408）

48）

3,511）

△ 1,148（

△ 277（

△ 9（

△ 1,434（

△ 339）

△ 115）

△ 19）

△ 437）

相談対象者

生 徒

教 員

そ の 他

合 計

平 成 21 年 度 平 成 20 年 度 増 減

【中学校出張相談】
平成17年度から、神奈川県のスクールカウンセラーが、市立中学校

全校配置となったことに伴い、中学校における出張カウンセラーとの相
談業務の連携を図りました。平成21年度中学校出張相談の延べ受
理件数は、5,630件で、21年度に比べて1,434件（20.3％）減少してい
ます。
相談内容を見てみると、「不登校」が1,314件で約23.3％と、昨年に

続き高い割合を占めています。続いて多い相談では「ふれあい」に係
るもので740件と13.1％を占めており、生徒がカウンセラーとのかかわり
の中で心のエネルギーを高めていることがわかります。
また、教職員との「コンサルテーション他」が580件10.3％と件数が、
高くなっており、生徒指導における心理の専門家であるカウンセラーに
大きな期待が高まっている状況です。

学 職
小 学 生
中 学 生
高 校 生
その他学生
無職少年
合 計

自転車二人乗り
怠 学
遅 刻
喫 煙
そ の 他
合 計

1,830
705
387
284
263
3,469

52.8
20.3
11.2
8.2
7.6
100

2,173
977
255
300
172
3,877

56.0
25.2
6.6
7.7
4.4
100

件 数 構成比（％） 構成比（％）件 数

平成21年度

平成21年度
行為内容

平成20年度

平成20年度 増 減
178
975
2,213
93
10

3,469

196
1,385
2,219
62
15

3,877

△ 18
△ 410
△ 6
31
△ 5

△ 408

150件
112件

友人関係
（10.7％）

話したい
（10.7％）

心の問題
（7.4％）

問合せ
（4.7％）

112件

78件

49件

100件

50件

件

学 職
就 学 前
小 学 生
中 学 生
高 校 生
その他学生
有職少年
無職少年
成 人
不 明
合 計

平成21年度 平成20年度 増 減
3

245
357
255
23
26
11
100
126
1,146

4
236
365
139
21
11
12
62
199
1,049

1
△ 9
8

△ 116
△ 2
△ 15
1

△ 38
73

△ 97



（8） て ん と う む し 第１96号

「ほっとひとこま」

相談室に来る子どもたちは相談をしたり自分の好きな話題
を喋ったり、いろいろなことを話していきます。廊下から挨拶
をしていくだけの子もたくさんいます。最近「ここにいると落ち
着くなぁ」という言葉を何人かの子どもたちから聞きました。
学校で多くの人に囲まれて緊張するなかで、相談室はそん
な緊張感を少しほぐす休憩所のような存在なのかもしれませ
ん。一人で来て私と話をしていた子が、友達が相談室に入
ってくるやいなや、ぱっと表情や喋り方を変えて友達と喋っ
ている姿を見ると、常に周囲に気を張っている子どもたちの
様子が見えたような気がします。
子どもたちにとって、教室の中で誰にも気を遣わずにゆっ

たりと過ごせる時間を作るのは難しいことでしょう。相談室に
来ることが少しばかりの休憩になるように、これからも子どもた
ちの声に耳を傾けていこうと思います。 （Ｙカウンセラー）

小学校で校内巡回や授業参観をする際、必ずクラスの
掲示物を見ることにしています。授業中は大きな声で騒いで
いる子どもが習字では自信のなさそうな小さな字を書いていた
り、普段は大人しい子どもが堂 と々した筆使いで絵を描いて
いたりとたくさんの発見があります。
子どもの話や行動はもちろんですが、文字や絵も全てがそ

の子自身の表現です。全ての表現を通して子ども一人ひと
りを理解していきたいと日々 感じます。また、相談室を訪れる
子どもに「貼ってあった絵、見たよ」と伝えると「え～」と
言いながらも笑みがこぼれる子が多いものです。子どもが表
現したものを受け取り、また返すというキャッチボールこそが
相談の基本なのかもしれません。 （Ｈカウンセラー）

相談指導教室に通う子ども達との関わりは、毎日が小さな
発見と驚きの連続です。
子どもたちと一緒に勉強をしたり、運動をしたり、様々な
活動の中で、子どもの小さな変化や成長に触れながら毎日
を過ごしています。子どもが小さなハードルを越える度に嬉し
い気持ちになったり、大丈夫かな、できるかな、とハラハラし
てみたり。
子ども自身の成長する力に、私自身が助けられることもた

くさんあります。そんな毎日の中で、子どもが自分らしく自信を
持つことができるよう、関わっていけたらと思っています。

（Ｎカウンセラー）
中学校の門をくぐると、朝早くからグラウンドや体育館から
子どもたちの元気な声が聞こえてきます。朝練で身体を動か
す子どもたちを眺めていると、「おはようございます」と大きな
声。私のほっとする時間です。私は挨拶を返しながら、10
数年前の懐かしい記憶を思い出します。楽しい厳しい部活
に所属し、多くの時間を練習に費やした中学校生活、私に
とって一番悩みの多い時期でした。今となっては「誰かに
少しでも話せていたら、少しは楽になれたのに･･･」と振り
返るものの、誰にも話せないと思っていた苦しい感情が思い
出されます。
大人になった私は、中学生からパワーをもらいながら、自
分はどれだけこの子どもたちの思いを汲み取ってあげられて
いるだろう、ほっとできる存在になれるのだろうと、自問自答
しています。子どもたちが見せてくれる様々な表情を見逃さな
いようにと、中学生の小さな自分を心の片隅に置きながら、
今日も中学校へと向かいます。 （Ｏカウンセラー）

その50

学校の相談室や相談指導教室では、
こんなほっとする時間が流れています

青少年教育カウンセラーさんがそっと教えてくれました

前号（195号）｢遊びの変化と青少年の問題｣を読み、子どもの遊びの現状を再認識
した。私の近所にも小さな公園があるが、平日はもとより、土、日や祝日でも、子どもの姿が
あまり見られない。幼少期や学齢期の子どもたちは大勢いるのだが、群れて遊んでいる

様子もなければ声すらも聞こえてこない。そこには、ブランコや鉄棒、砂場などの遊具や雑木林、空き地があって、子どもたちにとっては格
好の遊び場だと思うのだが・・・・。子どもの人格を形成する上で、とても憂えることである。子どもは群れ遊びを通して、人間関係や社会
性を学び、精神も体力も逞しく成長する。遊びの中でルールや約束事を守り、様々な生きる知恵を身につける。また自由に自己表現し
たり、心身を思い切り解放したりする。
成長過程の子どもが、安心して遊べる場所、とりわけ心置きなく遊べる時間を、大人が積極的に作ってやることが必要だと痛感した。
少子化で兄弟姉妹が少ない今、それを保障することが、地域そして社会全体の大きな責任であると思う。

（相模原市教育委員会 嘱託職員 小守 正一）

小・中・高校生や19歳以下の青少年の抱える悩み、心配事などを本人や保護者から直接電話でお受けし、専
門の相談員が一緒に考えます。（匿名での相談もお受けします。）

専用電話 042－755－2552 Eメール相談（24h受付）yantele@city.sagamihara.kanagawa.jp
受付時間 月曜日～金曜日 午前 8：30～午後 9：00（土・日・祝日は留守番電話）

ヤングテレホン相談

み ん な こ こ に こ こ に

一人で悩まず まず相談！


